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論文内容の要旨

本論文は，導出原理を用いた構文解析法に関する研究の成果をまとめたものであり，次の 5 章をも

って構成している。

第 1 章では，本研究の目的と関連分野の諸研究について述べ 本論文の位置づけを行っている。

第 2 章では，導出原理とその証明戦略について述べ，併せて導出原理の完全性についてふれると共

に，整数計画法を用いて節集合をHorn節集合に変換する方法についても述べている。

第 3 章では，文脈依存言語や文脈自由言語の定義をもとにして，これらの構文解析について述べて

いるが，特に文脈依存言語に関して，構文解析問題を節集合に変換し 導出原理を用いて構文解析を

行うことの正当性を示している。すなわち，まず構文解析を行う入力系列 Yと文法 G に対して節集合ゆ

(G , r) を定義し，これが充足不可能となることを示し，ついでこのゆ (G ， r) に導出原理を適用す

るとき，導出原理の完全性により空節が導かれることから，元の入力系列7 がGから導かれることを

示している。

第 4 章では，構文解析問題を文脈自由言語に限定した場合，ゆ(G ， r) に導出原理を適用して得られ

る各種の演縛木の間の変換可能性を利用して， ~.寅縛木から構文解析の結果である構文木が得られるこ

とを示している。また構文解析アルゴリズムの停止性についての証明も行っている。さらに，文法G

をチョムスキー標準形に限定した場合について，本構文解析法の効率の評価を示している。

第 5 章では，本研究で得られた結果についての評価を行い，あわせて今後の課題について述べてい

る。
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論文の審査結果の要旨

現用電子計算機のコンパイラにおける形式言語の構文解析法は おのおのの文法に限定された専用

プログラムの形式をとるものが多く，プログラムの柔軟性・可搬性・拡張可能性等の面において多く

の欠点を擁している。

本論文は，構文解析法におけるこの種の問題点を改善するために，述語論理の定理証明法の一種で

ある導出原理を用いて構文解析を行うことを提案し，この方式の完全性を理論的に証明し，さらにそ

の動作の特性を解析したものであって その成果を要約すると次のようになる。

(1) 文脈依存文法G と，構文解析すべき入力系列 7 を用いて，新しく節集合ゆ (G ， y) を定義し，ゆ (G ，

りから空節を導出することによって構文解析が行えることを保証している。

(2) 節集合ゆ (G ， y) を用いることにより，従来の種々の手続き的な構文解析法を統ーして，宣言的

に記述できることを示している。またゆ (G ， y) から導出を行う際に，各種の制限付き導出法(証

明戦略)を用いることにより，従来の個々の構文解析法に対応する構文解析が行えることを示して

いる白

(3) ゆ (G ， y) を用いた文脈自由言語の構文解析法の停止性および効率に関する定理を導き，アルゴ

リズムとしての完全性を保証している。

(4) 文脈自由文法G と入力系列y を用いて， (1)と同様に節集合ψ(G ， r) を定義し，これから ANS節

を導出することにより 直接的に構文解析結果の括弧表現が得られることを示している。

以上のように，本論文は形式言語の構文解析を行うシステムを設計する上で必要な構文解析手法に

ついての有用ないくつかの新しい知見を与え，コンパイラの自動作成に有用な示唆を与えており，情

報工学の発展に寄与するところが大きい。よって 本論文は 博士論文として価値あるものと認める。
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